
 

 

国土交通省所管事業における障害を理由とする 

差別の解消の推進に関する対応指針 

（国内旅客船部分抜粋） 

  



 

【国内旅客船業関係】 

１ 対象事業  

国内旅客船事業（海上運送法（昭和24年法律第187号）第３条第１項に規定する一般旅

客定期航路業、同法第19条の３第１項に規定する特定旅客定期航路事業及び同法第21条

第１項に規定する旅客不定期航路事業等をいう。）を対象とする。  

なお、国内旅客船事業は、完全な予測が不可能な気象・海象（波、風、潮流、霧など）

により船体性能や操縦方法と無関係に船が動揺し、乗り心地に大きな影響を与える特性

を有しており、また、運航時間、船体規模及び航行区域などにより、事業者毎に船員の

配乗体制を含め運営方法が異なる。  

２ 具体例  

（１）不当な差別的取扱い  

① 正当な理由がなく、不当な差別的取扱いにあたると想定される事例  

・ お互いに相手の立場を尊重しながら相互理解を図ることなく、障害があることやそ

れに伴い車椅子を利用する等の社会的障壁を解消するための手段の利用等を理由とし

て、単独での乗船を拒否する。  

・ 身体障害者補助犬法に基づく盲導犬、聴導犬及び介助犬の帯同を理由として乗船を

拒否する。  

・ 船内宿泊の際、障害があることを理由に、個室の予約を断る。  

・ お互いに相手の立場を尊重しながら相互理解を図ることなく、事前連絡が無かった

ことを理由に乗船を拒否する。  

・ 障害者が介助者を伴って窓口に行った際に、障害者本人の意思を全く確認せず、介

助者のみに対応を求める。  

・ 障害があることのみを理由として、一律に、障害者に対して必要な説明を省略す

る、または説明を行わない。  

・ 障害があることや車椅子の利用等の社会的障壁を解消するための手段の利用等を理

由に、一律に介助者の同伴を求める。  

② 障害を理由としない、又は、正当な理由があるため、不当な差別的取扱いにあたら

ないと考えられる事例  

・ 合理的配慮を提供等するために必要な範囲で、プライバシーに配慮しつつ、障害者

に障害の状況等を確認する。（権利・利益の保護）  

・ 障害の程度から客観的に判断して、緊急時に、乗組員が他の乗客の安全の確保を図

りつつ補助を行ったとしても、安全に避難することが困難と考えられる場合において、

当該障害者に介助者の付き添いを求める。（安全の確保）  

・ 乗組員が乗降を補助する必要がある場合において、限られた乗組員で船舶を安全に

離着岸させる都合上、乗下船の順番を前後させる。（事業の目的・内容・機能の維持）  

（２）合理的配慮  

① 合理的配慮の提供の事例  

・ 障害者や介助者等からの意思の表明（障害特性によっては自らの意思を表現するこ



 

とが困難な場合があることに留意。以下同じ。）に応じて、筆談、読み上げ、手話、コ

ミュニケーションボードやIT機器（タブレット等による図や絵）の活用などによるコミ

ュニケーション、振り仮名や写真、イラストなど分かりやすい表現を使って説明をする

などの意思疎通に係る対応を行う。  

・ 車椅子利用者や介助者等からの意思の表明に応じて、乗下船する際に段差があった

場合にスロープを渡す等の対応を行う。  

・ 電話や窓口において、障害者が事前に申告または相談したことについて、連携を図

ることが可能な場合においては、関係部署への引継ぎや情報共有を行う。  

・ 車のまま乗船したい旨事前に申込みがあった場合には、可能な限り、客室に近い駐

車スペースを確保する。  

・ 障害者割引制度などを、利用者へ積極的に周知・案内する。  

・ 研修等により、車椅子固定具やスロープなどの船舶設備の扱い方を乗組員が習熟す

ることで、車椅子使用者が必要とする際に、適切に対応を行う。  

② 合理的配慮の提供義務違反に該当すると考えられる事例  

・ 電話利用が困難な障害者から直接電話する以外の手段（メールや電話リレーサービ

ス等の手話を介した電話等）により各種手続が行えるよう対応を求められた場合に、具

体的に対応方法を検討せずに対応を断る。  

③ 合理的配慮の提供義務違反に該当しないと考えられる事例  

・ サポートできる範囲などについて乗船前にお互いに相手の立場を尊重しながら、建

設的対話を行わずに、介助者無しで単独乗船された場合において、当初確認できていた

サポート範囲以外のサービス（入浴、トイレ、食事、車椅子からベッドへの移動・デッ

キでの散策への同行のサポートなどに係る介助）を求められた際、その提供を断る。

（本来の業務に付随しないもの）  

・ 下船後に別の交通機関を利用する際、当該交通機関の駅等までの移動に同行を求め

られた際、その提供を断る。（本来の業務に付随しないもの）。 


